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仕 様 書 

 

１．件名 

 設置認可申請用ニーズ調査 

 

２．調査の目的 

 現在，本学では，平成 28 年 4 月に向け，新学部の設置及び既存学部の改組の検討を行

っており，学部の設置及び改組に関する文部科学省への認可申請においては，「学生確保

の見通し等に関する資料」として，「学生の確保の見通し」及び「人材需要の動向等社会

の要請」について，客観性のある調査結果に基づいた説明が必要となる。これらの客観

的根拠となるデータ収集のため，高校生，高校の進路指導教諭，企業等及び小・中学校

校長を対象に第三者によるアンケート調査を実施する。 

 

３．業務内容 

(1) 業務の内容 

 文部科学省への設置認可申請に必要となるデータ収集のためのアンケート調査票作

成・印刷，アンケート調査実施，回収，集計，分析，報告書作成 

 

(2) 成果物の提出 

  入力データ，集計データ，報告書データを格納した CD-ROM １枚，紙媒体での報告

書 10 部を平成 27 年 1 月 9 日（金）までに提出する。 

 

４．履行期限 

平成 27 年 1 月 28 日（水）とする。集計結果速報として平成 26 年 12 月 15 日（月）

までにデータを提出する。 

 

５．調達方式 

  企画競争方式とする。 

 

６．調査対象 

 (1)「学生の確保の見通し」に関する調査 

   ①高校 2 年生 

   ②高校の進路指導教諭 

 (2)「人材需要の動向等社会の要請」に関する調査 

   ①企業等の人事担当者 

   ②大分県内の小・中学校の学校長 
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７．調査から得たい情報（各対象の基本属性以外で） 

 (1)「学生の確保の見通し」に関する調査 

  新学部及び改組後の学部における学生の確保の見通しについて，文部科学省への認可

申請の説明根拠となる情報 

（入学定員数を上回る入学希望者数が見込めるかどうか等） 

 

 (2)「人材需要の動向等社会の要請」に関する調査 

  新学部及び改組後の学部で養成する人材に対する企業・関係機関等からの採用意向に

ついて，文部科学省への認可申請の説明根拠となる情報 

 （卒業する学生の数を上回る求人数が見込めるかどうか等） 

 

８．その他 

 (1) 業務を実施するにあたっては，本学の担当者と十分打ち合わせながら行うこと。 

 (2) 調査対象となる高校，企業の抽出は，本学が行う。 

 (3) 「学生の確保の見通し」に関する調査については，高校生への調査票配布時に宣伝

を兼ねてボールペンを同封する。ボールペンは本学から提供する。 

 (4) 「人材需要の動向等社会の要請」に関する調査については，回答のあった企業等に

対し，謝礼としてクオカード（500 円券）を送付する。（受託事業者側で準備すること） 

 (5) 本調査を実施することで得られた各種データ及び結果は本学に帰属するものとする。

したがってデータ及び結果の流用を行ってはならない。 

 (6) 本調査を実施することで得られた個人情報を他の目的に使用してはならない。 


